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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。  

回次 
第41期

第３四半期連結 
累計期間 

第41期
第３四半期連結 

会計期間 
第40期 

会計期間 
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日 

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日 

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日 

売上高（百万円）  36,496  14,543  62,462

経常利益（百万円）  3,081  5,186  5,432

四半期（当期）純利益（百万円）  611  4,029  3,365

純資産額（百万円） －  110,799  128,188

総資産額（百万円） －  165,748  195,289

１株当たり純資産額（円） －  849.49  908.50

１株当たり四半期（当期）純利益 

金額（円） 
 4.39  29.32  33.13

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 4.37  29.12  －

自己資本比率（％） －  66.8  65.6

営業活動によるキャッシュ・フ 

ロー（百万円） 
 9,228 －  11,550

投資活動によるキャッシュ・フ 

ロー（百万円） 
 1,986 －  29,884

財務活動によるキャッシュ・フ 

ロー（百万円） 
 △11,379 －  △29,870

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－  61,723  61,785

従業員数（人） －  1,145  1,200
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。また、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含

む。）はその総数が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。 

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。ま

た、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）はその総数が従業員数の

100分の10未満であるため、記載を省略しております。 

  

  平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,145  

  平成20年12月31日現在

従業員数（人） 600  
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。 

    ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

 パチンコ機（百万円）  6,963

 パチスロ機（百万円）  8,169

合計（百万円）  15,133

事業の種類別セグメントの名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

 パチンコ機  3,964  247

 パチスロ機   8,121  949

 その他 301  －

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

 パチンコ機（百万円）  6,678

 パチスロ機（百万円）  7,564

 その他（百万円）  301

合計（百万円）  14,543
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２【経営上の重要な契約等】 

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、米国のサブプライムローンに端を発した世界的な金融市場の

混乱を受け、株式市場の大幅下落、急激な円高による輸出の伸び悩みにより企業収益の悪化など景気低迷が続いてお

ります。さらに雇用情勢の悪化がクローズアップされており、設備投資の減少や個人消費の低迷から、今後も経済環

境に大きな不安を抱えた状況となっております。 

遊技機業界におきましても、パチスロ新規則機への入替による投資負担の増加とパチスロユーザー離れによる売上

の減少が、パチンコホールの経営を圧迫し、金融機関の融資基準も厳しくなっていることから、パチンコホールの減

少傾向が続いて行くものと思われます。 

また、ユーザー層の拡大や集客力の向上を狙った手軽に安く遊べるパチンコ・パチスロに代表される１円パチンコ

や５円パチスロなどの低貸玉営業という新たな営業形態や、様々なイベントを展開するなど、従来にはなかったパチ

ンコホール経営の質的転換が進んでおります。 

こうした中、当社グループはパチンコ機事業におきまして「我 藤岡弘、柳生十兵衛見参」を中心に販売し、その

結果、当事業における販売台数実績は 千台、売上高は 百万円となりました。パチスロ機事業におきまして

は、「南国育ち」を中心に販売しました結果、当事業における販売台数実績は 千台、売上高は 百万円となり

ました。また、その他の事業として、情報配信サービス、投資事業及び補給機器事業等におきまして、売上高は

百万円となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は 百万円、経常利益は 百万円、四半期純利益は

百万円となりました。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間に比べ10,170百万円減少し、

当第３四半期連結会計期間末残高は61,723百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュフローは、1,517百万円のプラスとなりました。税

金等調整前四半期純利益4,098百万円、減価償却費945百万円、棚卸資産の減少1,172百万円、となった一方、負のの

れん償却額2,150百万円、売上債権の増加1,962百万円、仕入債務の減少2,500百万円によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュフローは、1,262百万円のプラスとなりました。こ

れは主に有価証券の売却又は償還による収入4,221百万円と投資有価証券の取得による支出3,185百万円によるもので

あります。 

当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュフローは、12,935百万円のマイナスとなりました。

これは主にと自己株式取得による支出9,356百万円、配当金の支払3,482百万円によるものであります。 

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4) 研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、 百万円であります。 

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

27 6,678

31 7,564

301

14,543 5,186

4,029

1,789
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。 
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

  会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

   平成20年６月27日定時株主総会決議 

  

第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  228,903,400

計  228,903,400

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株) 
（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月６日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  145,048,960  131,409,060
東京証券取引所 

市場第一部 

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式 

計  145,048,960  131,409,060 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

  
第３四半期会計期間末現在 

（平成20年12月31日） 

新株予約権の数（個） 9,770 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 60 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式  

  単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  977,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,089 

新株予約権の行使期間 
自 平成23年７月１日 

至 平成30年６月26日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格  1,089  

資本組入額   545 

新株予約権の行使の条件 
権利行使時において当社又は当社子会社の取締役又は

使用人であることを要するものとする。 

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入れその他の処分は認めないものとする。 

代用払込みに関する事項  － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  － 

（３）【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。  
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（注） 平成21年１月30日付をもって自己株式を13,639千株消却し、発行済株式総数が13,639千株減少しております。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円）

平成20年10月１日～ 

平成20年12月31日 
 －  145,048,960  －  16,755  －  16,675

（５）【大株主の状況】 

 当第３四半期会計期間において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条第１項

の規定に基づき、自己株式を10,000千株取得したこと等により、平成20年12月31日現在、次のとおり自己株式を

保有しております。 

  

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株） 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％） 

株式会社平和 
東京都台東区東上野二丁

目22番９号 
  14,639 10.09 

2009/02/09 15:39:3608529802_第３四半期報告書_20090209153841



当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

  

①【発行済株式】 

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれております。なお、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数60個が含まれておりません。  

②【自己株式等】 

  

（６）【議決権の状況】 

  平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  4,639,800 － 単元株式数100株 

完全議決権株式（その他） 普通株式  140,406,500  1,404,005 同上 

単元未満株式 普通株式   2,660 － － 

発行済株式総数  145,048,960 － － 

総株主の議決権 －  1,404,005 － 

  平成20年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

株式会社平和 
東京都台東区東上野

二丁目22番９号 
 4,639,800  －  4,639,800  3.19

計 －  4,639,800  －  4,639,800  3.19

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  1,070  1,231  1,206  1,097  1,059  1,029  859  939  1,000

最低（円）  969  998  1,098  967  966  820  552  640  821

2009/02/09 15:39:3608529802_第３四半期報告書_20090209153841



３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１

項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 55,473 55,835

受取手形及び売掛金 ※1  10,499 22,700

有価証券 11,767 14,628

商品及び製品 489 653

原材料及び貯蔵品 11,726 17,982

その他 10,054 11,896

貸倒引当金 △8 △143

流動資産合計 100,002 123,553

固定資産   

有形固定資産   

土地 17,549 11,490

その他（純額） 14,433 16,642

有形固定資産合計 ※2, ※3  31,982 28,132

無形固定資産 203 256

投資その他の資産   

投資有価証券 28,687 36,691

その他 5,493 7,173

貸倒引当金 △619 △518

投資その他の資産合計 33,560 43,347

固定資産合計 65,746 71,736

資産合計 165,748 195,289

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,656 16,994

1年内返済予定の長期借入金 529 529

未払法人税等 52 276

引当金 349 331

その他 2,465 4,607

流動負債合計 11,054 22,739

固定負債   

長期借入金 8,237 2,398

引当金 2,572 2,402

負ののれん 32,258 38,710

その他 827 850

固定負債合計 43,894 44,361

負債合計 54,949 67,100
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 16,755 16,755

資本剰余金 90,627 90,627

利益剰余金 18,792 25,218

自己株式 △13,955 △3,912

株主資本合計 112,219 128,688

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,438 △499

評価・換算差額等合計 △1,438 △499

新株予約権 18 －

純資産合計 110,799 128,188

負債純資産合計 165,748 195,289
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（２）【四半期連結損益計算書】 
 【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 36,496

売上原価 26,440

売上総利益 10,056

販売費及び一般管理費 ※  14,601

営業損失（△） △4,544

営業外収益  

受取利息 624

受取配当金 38

負ののれん償却額 6,451

その他 1,209

営業外収益合計 8,324

営業外費用  

支払利息 91

投資事業組合運用損 290

その他 315

営業外費用合計 698

経常利益 3,081

特別利益  

前期損益修正益 108

固定資産売却益 4

貸倒引当金戻入額 102

関係会社清算益 54

その他 1

特別利益合計 272

特別損失  

固定資産売却損 194

投資有価証券評価損 1,172

その他 320

特別損失合計 1,687

税金等調整前四半期純利益 1,665

法人税等 1,054

四半期純利益 611
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成20年12月31日) 

売上高 14,543

売上原価 6,755

売上総利益 7,787

販売費及び一般管理費 ※  4,712

営業利益 3,075

営業外収益  

受取利息 132

受取配当金 2

負ののれん償却額 2,150

その他 246

営業外収益合計 2,532

営業外費用  

支払利息 38

投資事業組合運用損 250

その他 132

営業外費用合計 421

経常利益 5,186

特別利益  

固定資産売却益 0

関係会社清算益 54

その他 6

特別利益合計 61

特別損失  

投資有価証券評価損 1,144

その他 4

特別損失合計 1,149

税金等調整前四半期純利益 4,098

法人税等 69

四半期純利益 4,029
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,665

減価償却費 2,723

負ののれん償却額 △6,451

貸倒引当金の増減額（△は減少） △34

賞与引当金の増減額（△は減少） 55

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 87

受取利息及び受取配当金 △662

支払利息 91

為替差損益（△は益） △103

投資有価証券評価損益（△は益） 1,172

関係会社清算損益（△は益） △54

固定資産除却損 145

損害賠償損失 165

売上債権の増減額（△は増加） 12,066

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,419

仕入債務の増減額（△は減少） △9,337

その他 682

小計 8,677

利息及び配当金の受取額 749

利息の支払額 △86

損害賠償金の支払額 △83

法人税等の支払額 △429

法人税等の還付額 400

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,228

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の売却及び償還による収入 4,642

有形固定資産の取得による支出 △7,318

有形固定資産の売却による収入 353

無形固定資産の取得による支出 △3

無形固定資産の売却による収入 0

投資有価証券の取得による支出 △4,179

投資有価証券の売却及び償還による収入 8,224

関係会社株式の取得による支出 △13

関係会社の整理による収入 203

貸付金の回収による収入 16

保険積立金の積立による支出 △20

保険積立金の解約による収入 84

その他 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,986
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済による支出 △168

長期借入れによる収入 6,200

長期借入金の返済による支出 △361

自己株式の取得による支出 △10,042

配当金の支払額 △7,006

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,379

現金及び現金同等物に係る換算差額 103

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61

現金及び現金同等物の期首残高 61,785

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  61,723
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 

  

  

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【簡便な会計処理】 

  
  
  

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日  
 至 平成20年12月31日） 

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が、前連結会計年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前

連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して

貸倒見積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法 

  

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２

四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法に

よっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関して

は、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを

行う方法によっております。 

３．退職給付費用の算定方法

  

退職給付費用については、連結会計年度

に係る退職給付費用の額を期間按分して算

定しております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

税金費用の計算 税金費用については、「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」第19項の規

定により、「中間財務諸表等における税効

果会計に関する実務指針」第12項（法定実

効税率を使用する方法）に準じて計算して

おります。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含

めて表示しております。 

【追加情報】 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

 当社は、リーマン・ブラザーズ証券株式会社に対して 百万円の有価証

券を保護預けしております。同社がLehman Brothers International Europe

（ロンドン）（以下、「LBIE」といいます。）に対して当該有価証券を再寄

託し、さらにLBIEがユーロクリア（決済機関）に預け入れております。 

 リーマン・ブラザーズ・グループが破綻したことに伴い、LBIEに再寄託さ

れている有価証券については、現在、利金の入金が停止しております。しか

しながら、当該利金及び元本償還金の当社への引渡しについては、現状の情

報に照らして検討した結果、当社としては懸念のないものと考えておりま

す。 

3,395
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしております。

 なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。  

受取手形 百万円1,478

支払手形 百万円374

※１        ────── 

  

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、 百万円で

あります。 

18,562 ※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、17,531百万円で

あります。 

※３ 担保資産 

 担保に供されている資産で、企業集団の事業の運

営において重要なものであり、かつ、前連結会計年

度の末日に比べて著しい変動が認められるものは、

次のとおりであります。 

建物及び構築物  百万円1,657

土地 百万円10,328

※３ 担保資産 

   

  

  

  

建物及び構築物 百万円1,742

土地 百万円4,002

（四半期連結損益計算書関係） 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

賞与引当金繰入額  60百万円

役員賞与引当金繰入額  78  

退職給付費用 161  

役員退職慰労引当金繰入

額 
92  

研究開発費 5,337  

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

賞与引当金繰入額  △6百万円

役員賞与引当金繰入額  3  

退職給付費用 53  

役員退職慰労引当金繰入

額 
16  

研究開発費 1,789  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在） 

  （百万円）

現金及び預金勘定 55,473

有価証券勘定 11,767

合計 67,241

株式及び償還までの期間が３ヶ月を超

える債券等 
△5,517

現金及び現金同等物 61,723

（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式   145,048千株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式    14,639千株 

  

３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

         ストック・オプションとしての新株予約権及び自己新株予約権 

新株予約権の四半期連結会計期間末残高  親会社 18百万円 

（うち自己新株予約権の四半期連結会計期間末残高  －百万円） 

(注) ストック・オプションとしての新株予約権及び自己新株予約権は、権利行使期間の初日が到来してお

りません。 

  

４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの 

       該当事項はありません。 

  

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項 

当社は、平成20年10月27日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき自己株式取得に係る事項を決議し、平成20年11月21日から平成20年12月17日

までの期間に自己株式を10,000千株取得しました。 

その結果、自己株式が9,356百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式は13,955百万円

となりました。 

  

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日 

定時株主総会 
普通株式  3,530  25 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金 

平成20年10月27日 

取締役会 
普通株式  3,510  25 平成20年９月30日 平成20年12月11日 利益剰余金 
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当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、販売品目によって区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

(1）パチンコ機………パチンコ機、パチンコ機ゲージ盤及び工業所有権使用料収入 

(2）パチスロ機………パチスロ機 

(3）その他……………補給機器、投資事業、情報配信サービス等 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期

間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

  
パチンコ機 
（百万円） 

パチスロ機 
（百万円） 

その他 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社 

(百万円) 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高 6,678 7,564 301 14,543  － 14,543

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 432 432  (432) －

計 6,678 7,564 733 14,976  (432) 14,543

営業利益 29 3,559 565 4,154  (1,078) 3,075

  
パチンコ機
（百万円） 

パチスロ機
（百万円） 

その他
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社 

(百万円) 

連結
（百万円） 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高 22,546 13,083 866 36,496  － 36,496

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 541 541  (541) －

計 22,546 13,083 1,407 37,037  (541) 36,496

営業利益（又は営業損失(△)） △5,937 3,667 646 △1,622  (2,922) △4,544

【所在地別セグメント情報】 

【海外売上高】 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期

間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

  海外売上高がないため該当事項はありません。 
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（有価証券関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日） 

満期保有目的の債券で時価のあるもの及びその他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重

要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。 

  

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

  
２．その他有価証券で時価のあるもの 

(注)  当第３四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のある株式において1,003百万円（㈱オリンピア973

百万円、当社30百万円）減損処理を行っております。なお、減損処理にあたっては、四半期連結会計期間末におけ

る時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処

理を行っております。 

前連結会計年度末（平成20年３月31日） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

  
２．その他有価証券で時価のあるもの 

  

  
四半期連結貸借対照

表計上額（百万円） 
時価（百万円） 差額（百万円） 

(1）国債・地方債等  －  －  －

(2）社債  9,693  8,858  △834

(3）その他  63  63  0

合計  9,756  8,922  △834

  取得原価（百万円） 
四半期連結貸借対照

表計上額（百万円） 
差額（百万円） 

(1）株式  1,192  1,128  △63

(2）債券       

国債・地方債等  －  －  －

社債  19,069  16,921  △2,148

その他  －  －  －

(3）その他  2,033  2,063  30

合計  22,295  20,113  △2,181

  
連結貸借対照表計上

額（百万円） 
時価（百万円） 差額（百万円） 

(1）国債・地方債等 － － － 

(2）社債  15,014  14,718  △295

(3）その他  2,487  2,498  10

合計  17,502  17,216  △285

  取得原価（百万円） 
連結貸借対照表計上

額（百万円） 
差額（百万円） 

(1）株式  850  470  △379

(2）債券       

国債・地方債等 － － － 

社債  18,403  17,720  △682

その他 － － － 

(3）その他  2,977  3,036  59

合計  22,230  21,227  △1,003

2009/02/09 15:39:3608529802_第３四半期報告書_20090209153841



当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日） 

デリバティブ取引はすべてヘッジ会計を適用しているため、記載すべき事項はありません。 

  

    当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

       四半期連結財務諸表への影響額に重要性がないため、記載を省略しております。 

  

（デリバティブ取引関係） 

（ストック・オプション等関係） 

（企業結合等関係） 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注）１．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりであります。 

 （注）２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 849.49円 １株当たり純資産額 908.50円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額                    円4.39 １株当たり四半期純利益金額                   29.32円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額    円4.37 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額    29.12円

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（百万円）  611  4,029

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  611  4,029

期中平均株式数（千株）  139,435  137,397

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（百万円）  －  －

普通株式増加数（千株） 458 976 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があ

ったものの概要 

   －  －

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 
前連結会計年度末

（平成20年３月31日） 

 純資産の部の合計額（百万円）  110,799  128,188

純資産の部の合計額から控除する金額 
（百万円） 

 18  －

（うち新株予約権） (18) (－) 

（うち少数株主持分） (－) (－) 

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額
（百万円） 

 110,780  128,188

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
末（期末）の普通株式の数（千株） 

 130,409  141,099
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（重要な後発事象） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当社は、平成20年12月19日開催の取締役会において、

会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を決議し、

以下のとおり実施いたしました。  

 (1) 消却の方法 

     利益剰余金から減額 

 (2) 消却した株式の種類 

     普通株式 

 (3) 消却した株式の数 

     13,639,900株 

 (4) 消却した日 

     平成21年１月30日 

（リース取引関係） 

    当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、取引残高に前連結会計年度末に比して著しい変動が認められないため、記載しておりません。 
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２【その他】 

   該当事項はありません。 

2009/02/09 15:39:3608529802_第３四半期報告書_20090209153841



第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年２月６日

株式会社平和 

取締役会 御中 

監査法人トーマツ 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 浅枝 芳隆  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 板谷 宏之  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平和の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社平和及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキ

ャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

追記情報 

追加情報に記載の通り、会社はリーマン・ブラザーズ証券株式会社に有価証券の保護預けを行っている。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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